
- 1 -

令和４年度財政援助団体等監査（補助金等）結果

１ 実 施 期 間 令和 5年 1月 12 日から 2月 6日まで

２ 対象 とし た 令和 3年度及び令和 4年度 補助金の執行状況について

事項及び範囲

３ 対象 補助 金 ①結婚新生活支援補助金 【担当課：協働推進課】

②文化振興事業支援補助金 【担当課：生涯学習課】

③特定不妊治療費補助金 【担当課：健康推進課】

④三次周産期医療支援事業補助金 【担当課：医療課】

⑤優良飛騨牛固定推進事業補助金 【担当課：畜産課】

⑥林業就業移住支援事業補助金 【担当課：林務課】

⑦木質バイオマス活用促進事業補助金【担当課：環境政策推進課】

⑧学校保健会補助金 【担当課：学校教育課】

４ 着 眼 点

補助金の執行状況について、下記を主眼として監査を実施した。

・補助金の決定は法令等に適合しているか

・補助金の交付目的及び補助対象事業の内容は明確か、また、公益上の必要性は十

分か

・補助金に関する条件の内容は明確か

・補助金の額の算定、交付方法、時期、手続等は適正か

・補助金の効果及び条件の履行の確認は、実績報告書等によりなされているか

・補助金交付団体への指導監督は適切に行われているか

・補助金の交付目的や効果等から判断して、統合、廃止等の見直しをする必要のあ

るものはないか

５ 監査 の方 法

担当課から提出された資料について、書類監査を行うとともに、担当課の説明聴取

及び質疑を実施した。

６ 監査 の結 果

財政援助団体等に対する補助金の支出及び収支経理並びに使途について、概ね適正

に処理されているものと認めた。なお、監査を通じ軽微な事項は口頭で指示したが、

特に次の諸点については検討されたい。
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（１）文化振興事業支援補助金

市民の自主的な文化活動を支援し文化振興を図るため、各種文化団体等が行う事業

に要する経費の一部に対し補助金を交付するものであり、高山市文化振興事業支援補

助金交付要綱で規定している。

要綱第 2条（補助対象等）別表第 1において、申請年度内に市内で実施する文化事

業に要する経費に補助する旨を定めているが、一部の補助金交付申請書が事業実施の

前年度に受付されていた。

また、同条別表第 2において消耗品は補助対象経費とされていないが、実務におい

ては消耗品も対象経費に含まれており、当補助金を周知するチラシにも対象経費に含

まれるとの記載がされていた。

文化芸術の振興に係る支援については、令和 5年度から大きく見直すとのことであ

るが、見直しにあたっては実務と要綱の整合を図られたい。

また、補助事業の経費として、源泉徴収の対象となる出演者への謝礼金等の支出

が多数あったが、実績報告書に添付された領収書からは源泉徴収に関する事務処理が

確認できなかった。

所管課に確認したところ、補助金交付先の事業者は所得税等を徴収しておらず、所

管課においても事業者への指導等がされていなかった。

所得税法第 204 条（源泉徴収義務）及び東日本大震災からの復興のための施策を実

施するために必要な財源の確保に関する特別措置法第 28 条（源泉徴収義務等）では、

報酬等の支払をする者は所得税と復興特別所得税を併せて徴収し、国に納付しなけれ

ばならないと規定していることから、所管課においては法令等に従って補助事業が実

施されるよう指導されたい。

（２）優良飛騨牛固定推進事業補助金

高品質な飛騨牛のブランド力を強化するため、肉用牛優良雌子牛を保留又は導入

する農業者等に対し、高山市和牛改良組合が補助する経費に対し補助金を交付するも

のであり、高山市畜産振興事業補助金交付規則で規定している。

令和 2年度から毎年 120 頭分の予算 28,080 千円が措置され、令和 2年度は 114 頭

26,573 千円が執行されていたが、令和 3年度決算額は 81 頭 18,954 千円、令和 4年

度の決算見込は 77 頭 18,018 千円と執行率が低下し、多額の不用額が発生している状

況である。

限られた予算を有効に活用するためにも、事業規模を十分に精査・検証し予算額の

精度を高めるよう努められたい。
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（３）書類の不備について

今回監査した 8課のうち、5課において下表のような書類の不備を確認した。

高山市補助金交付規則や補助要綱の規定に基づく適正な事務処理となるようチェ

ック体制の強化に努められたい。


